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要 　　旨

　「日英 同 盟」協約交渉 が，イ ギ リ ス と 日本の 両 政 府 聞 で 非 公 式 に 始 ま っ た の は 1901年 4 月の

こ とで あ っ た v 当初，イギ リス 側 に 日本 と の 協約 に ほ と ん ど関心がなか っ た こ とや 日 本側 に 内

閣の 交 代 な どの 政 治的ブ ラ ン ク が あ っ た こ と で ．口英協約 の 交渉 が イ ギ リ ス と H 本の 両政府間

で 実1祭 に公式 の 討 議 と し て 開 始 さ れ る の は，そ れ か ら
ヒ
ト年後 の 1〔1月 16L「の こ とで ある 。 こ の

日，日本 の 協約案が提出 された 。 そ れ か ら 3週間後．こ れ に 対す る イギ リス の 対案 〔イ ギ リス

．草案 〕 が li 月 6 日 に 提出 され た 。

　小 論 は ，こ の イ ギ リス 草 案 の 提 出 か ら翌 02年 1 月 30 日 の 協約調印 まで の ラ ン ス ダ ウ ン 外相

の 刔応 を考察 した もの で あ る。彼が 最後 まで 同 意で きな か っ た 朝鮮 問 題 に 関 す る 議論 や，そ の

最終的な受け入れを考察 した 、 そ して 彼 の 最終的な同意 に 対す る元 老伊藤 の 役割 に注 目 した。

ラ ン ス ダ ウ ン に は
．一
：股 外交 と しか 息 え な か っ た 伊藤 の 行動 が ，実 は ラ ン ス ダ ウ ン が 円本 と の 交

渉 と並 行 し て 進 め て きた ロ シア との 交 渉 と 同根 の もの で あ っ た、結果的 に伊藤が ラ ン ス ダ ウ ン

に こ の こ と を気 づ かせた こ とに よ っ て，ラ ン ス ダウ ン は 「目英 同 盟」協約の 締結を最終的 に決

断 した と言 っ て もよい だ ろ う。

キ
ー

ワ
ー

ド ： 日英 同盟，ラ ン ス ダ ウ ン ，伊藤博 文，イ ギ リ ス 外交 政 策，ヨ
ー

ロ ッ パ 国 際 関 係

1．は じめ に

　小論は，19世 紀末か ら第
一次世 界大戦 に 至 るイ ギ リ ス の 外交政策 を研究 テ

ー
マ とする 筆者

の 近年の
・
連の 研究

〔D
の ひ とつ で ある 。 具体 的に は ，「日英 同盟」協約 の 成 立 （1902年 1 月

30 日）に至 る イギ リス の外交政策 を 19世 紀末か らの 「継続性」の 中 で捉 え よ うと した も の で

S
助教授 　19 世紀ヨ ーロ ッ パ 国 際関係史
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ある v

　筆者はすで に この 時期の イギ リ ス の 対柬ア ジ ア 政策に関 して は，イギ リ ス が最終的に 円本 と

の 同盟協約 を決定す る （1901年 11 月 5 目） まで の 外交政策 を考察 して い る
ごご
』
。 イギ リ ス は ，

ロ シ ア と ス コ ッ ト＝ム ラ ヴ ィ ヨ フ 協定 （1899年 4 月） を結び ，ロ シ ア の 満州に お け る 権益 と

イギ リ ス の 揚 了
・
江流域の 権益 とを相 互 に承認 した、、 また ドイツ と は揚 子江協定 〔1900年 10月）

を結 び， ドイ ツ か ら も揚子江 流域 の イギ リ ス の 権益 に対する承認 を得て い た．そ して さ らに ロ

シ ァ の 脅威が増大する と，非公式なが ら ドイツ との 同盟を模索 し，また ロ シ ア と の 直接交渉を

も模索 して い た。

　 さて小論は，そ の ロ シ ア と の 直接交渉に失敗 したラ ン ス ダウ ン 外相が ，日本 と の 同盟協約交

渉 を決意 （11 月 5 目） して か ら調印 （1902年 1 月 30 目） する まで の 交渉過程 を考察する もの

で ある 。 こ こ で重要 な こ とは，ス コ ッ ト＝ム ラ ヴ ィ ヨ フ協定で 明 らか な とお り，イギ リス は こ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ン ダ　ス タ ン デ ゴ ン グ

の 時期 に ロ シ ア との 何 らか の 相 互 理 解 を求 め て い た とい うこ とで あ る。そ して 目英同盟協

約 もま た ，イギ リス に と っ て は ロ シ ア と の 断続的 な交渉 の 過 稈 で 誕 牛 した と い うこ と で あ る 。

従 っ て 当然 　こ の 同臀協約の 目的 も，
一

連の 対 ロ シ ア政策の 目的に 合致 した，ある い はそれを

補完す る 目的 の もの で あ っ た と考え られ る．

　で は まず、「1英1司盟の 成 、Zに 至 る イギリ ス の 外交政策に 関 して 研究史を整理 して み た い
。 研

究 史上 ，本格的な研 究が 始 まるの は 1960年代 に 入 っ て か らで ある
，13．
。「50 年ル

ー
ル 1解禁の 後，

研究者に も外務省 文書や内閣文書 の 利用 の 道が 開か れ，それ に よ っ て 19 世紀 末か ら第一次世

界大戦に至 るイギ リス 外交政策 の 研究が飛躍的に進展 した 。 M ⊂｝・・gcrqlや Grcnvillc  に始ま り，

Nish 〔ti1
などが そ の 代表的研究で あろ う、， こ れ ら 60年代の 研究に共通する こ とは ． ロ英同 盟を

19 世 紀末の 孤 立政 策との 関連に お い て 考察す る こ とで あ る
〔
％ た とえば，Monger は 凵 英 同盟

を 「孤立か らの 離脱」で ある と言い ，H 〔｝WRrd は そ れ を 「孤立 の 終 わ り」 と表現 す る 。 こ れ に

対 して ，Nish は 日英 同盟 が朿 ア ジ ア に 限定 された 局地 同盟 で あ る こ とか ら，「孤 、

’
Lの 放棄で は

な い 」 と言 うtt　 Lowc もまた同様 に，こ の 同盟に も拘 わ らずイギ リス は ヨ
ー

ロ ッ パ で は 依然 と

し て孤立 状態 に あ り，従 っ て 日英同盟 は 「孤立 の 終わ りで は な くそ の 確認」で ある と み なす ，，

こ の ように 60年代の研究は，研究史上，「孤 立政策」の 放棄か ？ 継続か ？ とい う相反する 見

解 に 二 分 され る 。

　 と こ ろが 70年代以 降の研 究は，こ の 点をほ とん ど問題 に しな い n そ れ に代 わ っ て，イギ リ

ス の 対 ロ シ ア 関係の 中で 日英 同盟 を 考察 しよ うとする 。 Y（〕ung
（S）

に 始 まり最近の Ncilson
’91’

の

研究に至 る流 れ で ある 。 外務省文書や 内閧文書 に基づ い た 60年代 の 諸研究が明 らか に した こ

とは， ソ
ール ズ ベ リが 単．なる 頑 固な孤立 主義者で は なか っ た とい うこ と で ある ／一彼 は 189〔〕年
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代 を通 して ， ロ シ ア や フ ラ ン ス との 協調の 機会を つ ね に 窺 っ て い た の で あ っ た。そ して 70 年

代以降 の 諸研究 は． こ うした 60年代の 研 究の 積み 重ね を基 に ，単に ソ
ー

ル ズ ベ リに関する研

究史上 の 評価 を 新 した の に 留 ま らず，19世紀末 イギ リ ス の 孤立政 策その もの の 実体性 を も

疑 問視する こ とへ と進展 した ． こ れ は必然的な流れ と言 えた 。 なぜ な ら，最 も孤 立政策を採 っ

て い た と言わ れ て い た ソ ール ズベ リ が，実は孤立 主義者で は なか っ た とすれば，そ もそ も孤立

政策 自体が そ の （i：在 を疑問視 され る こ とになるか らで ある 、、

　小論 も，こ う した研究史の 流れ の 中にある 。 すな わ ち日英 同盟 を，イギ リス が世界 レ ベ ル で

ロ シ ア と の 琿 解 を求 め たそ の 19 世紀末か ら第
一

次IU二界大戦 に至 る外交政 策 の 巾に位儺付け よ

うとす る 。 こ の こ とを論証する ため に，キ にイギ リ ス側 文書 を用 い ，さ らにそれ を 口本側文書

で検証 し．イギ リ ス の 日英 同盟協約 の 交渉過程を明 らか に した。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ただす

　と こ ろ で ， 日英 同盟 協約交渉の ［1本側 の 中心 人物 は．特命全権公 使 （在 イギ リ ス ）林 董 で

あ っ たが，彼は 自ら記 した 「日英 同 盟協約締結始末書」を後に政 府に提 出 して い る．それ に よ

れば，ロ ン ドン 駐在 ドイ ッ 臨時代理 公使 エ カ ー ドス タ イ ン が 1901年 3 月か 4 月に 林 に 日英独

二 国同盟 を進 言 した こ とを き っ か けに，彼 は対 イギ リ ス 交 渉を非公式 に始め た とあ る
卿

。当

初，イギ リス 側 に 日本 との協約 にほ とん ど関心がなか っ た こ とや 日本側 に内閣の 交代 などの 政

治的 ブ ラ ン ク が あ っ た こ とで，凵英協約 の 交渉が イギ リ ス と凵本 の 両 政府間で 実際に 公式 の討

議 と し て 開始 さ れ る の は ，そ れ か ら
’
卜年後の 10 月 16 日の こ とで ある ／．t こ の H ，ラ ン ス ダ ウ ン

と林 の 会談が行わ れ，林か ら 日本の 協約案が提出 され た 。 そ して それか ら 3 週間後 　こ れ に対

するイギ リス の 対案 （イギ リ ス
．
苧：案）が 11 月 6 日に提出 され た 。

　 こ こ まで の イギ リ ス 外交政 策 に 関す る考察 は，筆者はすで に 試み て い る
〔1］〕

。 次章で それ を

概説する 。 さらに第 3章 と 4 章 にお い て ，イギ リス 草案 に対する 目本の 対案や ，イギ リ ス の そ

の 修正案 を経 て 翌年 1 月 30 日 の協約調印に至 るま で の ラ ン ス ダウ ン の 対応 を考察する。こ の

2 つ の 章が小 論 の 論証部分 とな る 。 そ して 最後 に まとめ と して ．協約調 印後 の ラ ン ス ダ ウ ン の

議会報告 を基に，イギ リス に と っ て の 冂英協約の重 要性 を考察す る 。 こ れが 同時に，こ の 時代

の イギ リス 外 交政 策を考察す る小論 の まとめ とな る。

2．イギ リス の対 日本政策 （〜 1901 年 11 月 6 日）

　まず 1901年 11月 6 日ま で の イギ リス の 対 日本 政 策を概 観 して みた い 。イギ リス は，ス コ ッ

ト＝ム ラ ヴ ィ ヨ フ協 定 （1899 年 4 月）に続 き，義和団事 f1：の 混乱が 揚子江流域に 拡大する こ

とへ の 予 防的 処置として 翌 1900年 10月 に揚子江協 定を ドイ ッ と結 んだ。こ れ に よ りイギ リ ス
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は， ロ シ ア と ドイ ツ 両 国か らそ の 揚子江 流域 に おけ る権益の承 認を得た、，揚子江協定は他国に

も参力11を呼びかける こ とになっ て い た の で ，同 23 日に 日本が 加盟 を打診 して きた 〔同 29 目に

正式加盟）
”IZI／

。

　義和 団事件の 後，満州全域 を占領 して い た ロ シ ア軍 は同年 11月 11 目に，清国軍 と旅順 （暫

定）協 定 を結 んだ
臓

。これ に 対 しラ ン ス ダ ウ ン は林 公使か ら，反 ロ シ ァ の 立 場で 日本 と
一

致

する よ うに要請された
〔：nl

。 しか し彼 の 返答は，　
L’
no 　choice 　but 　to　wait 　and 　see

”
と旅順協定 の 傍

観 を告 げる もの で あ っ だ 凧、こ れが ス コ ッ ト＝ム ラ ヴ ィ ヨ フ協 定以 降の イギ リ ス の基本的な

東ア ジ アにお ける対 ロ シ ア 政策だ っ たか らで ある 。 しか し翌 1901年 2 月 5 日には 日本
．
政 府か

ら の 日英 共同 で 清国政府に対 して 「警告」 を発 す る とい う提案は受諾 し た。こ れ は ．義和団の

戦後処理 に関 し
一

国 の み と協定 をしな い とい う原則 の 下 に，清国政府 に旅順協定の 調印拒否を

迫る もの で あ っ た
1・16
’
i

。 た だ し， ロ シ ア の さらなる侵入 に対 して 清国に 具体的援助 を与 えよう

と い う日本政府 の もう
一歩踏み 込ん だ要請 （同 18 日）に対 しは，明確に こ れ を拒 否した。な

ぜ な らイギ リ ス は ，ロ シ アに敵対 して まで清国 を保障する こ とは な い か らで あっ た
T 〕

。

　2 月 19日， ロ シ ア が 新た な ロ シ ア ＝清協約 案を公表 した。ラ ン ス ダ ウ ン は こ の 新協約 を危

惧 し，彼 自ら が 林 に 要請 し て 会談 を持ち意見交換 を行 っ た （3 月 1 日）
” g．）

。 そ して ロ シ ア に対

して は，公 式質問 を実施す る とい う形で 直接交渉 を試みた （同 4 口）
1191

。 さら に ドイ ツ と の協

議の 可能性 も探 っ た
〔コm

。 しか し これは ドイッ か ら拒舎 され た
IL’lli

、そ こ で ，イギ リス は ドイツ

同様に 満州問題 に 関 して は 1十1立 で あ る こ とを， 日本に告 げた
〔22：1

。3 月 17 日 に な っ て 、 ロ シ ア

が新協定の 修正案 を清国政府に辿 り．そ の 返答期限を同 26 日 とする と通告 して きた
，／z3：

。 ラ ン

ス ダウ ン は林か ら，日英共同で 清 国政府に 対 して ロ シ ア提案を拒否する ように勧 告する よう要

請され た （同 19 凵）
鰄 ．しか しこ の 時は， ロ シ ア の 側か ら新提案 の 撤 回が 表明 され た

 
，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ン ダヒ　ス ク ン デ ィン ゲ

　 さて ，ラ ン ス ダ ウ ン が林 と会談 し，林か ら私見 として 目英間の 永続 的相 Fl／理 解 を打診さ

れた の は．こ うした状況
一
ドで あ っ た （4月 17日）。こ の 林 の 提案は，そ の

一
週 間前 に林が エ カ

ー

ドス タ イ ン と会談 した際，エ カ ー ドス タ イ ン か ら私見 として ［Jec独二 国同盟 を提議 され た （同

91r）こ とを請け て の もの だ っ たが
／2alir

こ の 提案に対 しラ ン ス ダウ ン は，目英 間 の 協定に基本

的に は反対
．
で は ない と答え，そ して ドイ ツ を加 え た F ヶ 国間の 協定 を考えて み て は い かがか，

と尋 ね返 した。しか し彼 には，未だ 日本 と の 協定が急務 だ と い う認識 は全 くなか っ た
罰

t、

　それよ りもイギリ ス に と っ て重要なの は，ロ シ ア との 関係 で あ っ た 、， しか しなが らロ シァ と

の 交渉 は，義和 団事件 に対す る対清国賠償金問題 が そ の 障害 とな っ て 完全 に行 き詰 ま っ て し

ま っ た
〔2
靴，こ うし た 状況の 中で 駐清 国公使サ ト ウ と駐 日本公使 マ ク ドナ ル ド は ，日本 との 協

力関係の 設立 を進言 した 幽．
t ラ ン ス ダウ ン は，依然 と して 現時点で の 日本 との 協力は不可能
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とみ な して は い た が
（3〔リ

，清国 問題 を協議する た め に マ ク ドナ ル ドを本 国 に召還 した （5 月 20

口）
・
／Hl．

。

　 そ して 6 月に入 り，イギ リ ス の 対 日本 政策を大 きく変 える出来 事が 起 こ っ た 。 北 京で 義和 団

の 戦後処理 を議論 して い た 日本の 全権公使小村が，賠償金問題に関 して 、イギ リス に新た な提

案を行 っ た の で あ る。日本は，貿易関税を 4パ ーセ ン トか ら 5パ ーセ ン トにア ッ プ す る こ とに

よ っ て ，そ の 増収分 を賠償金 に 当て る こ とを提案 し て い た が ，こ れ に代 わ りイ ギ リ ス の 基本政

策を認 め る代 償と して ， 「亅本が 損失金を受 け取る とい う形で 賠償金問題 を解決 しよ う， と提

案 して きた の で あ っ た
翩

。 ラ ン ス ダ ウ ン は 同 20 日の 閣議で ，こ の 日本 の 新提案 に 関 して 討議

す る こ とを要請 した
〔：1
  こ の 時，極東 にお ける賠償傘問題 の 解決を重妛 と み な した の で あ る tt

ラ ン ス ダウ ン は同 26 日，損失金 に よる 賠償金 問題の 解決で 日本 と合 意 した
／／s’］1

。 義和 団の 戦後

処理．の 進展 は．日本 との 関係 を大い に進展 させ た の で あ っ た。

　7 月 2 日．外 務 次官補 パ ー
テ ィ の 壬 に な る メ モ ラ ン ダ ム

‘‘
Suggcstio11 致）r　Agrcemcnt 輌 th

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　■　　ロ　　　
Japa11

”

が内閣に提 出された
c35’i

。 これ を基 に ラ ン ス ダ ウ ン は 同 10 日に林 と会談 し，反 ロ シ ア で

は な く，口本そ の 他関係諸国が ロ シ ア に よ る満州併合や 独占を避ける とい う目的の 協定を提案

した
〔3
帆，しか しなが ら ラ ン ス ダ ウ ン が 後に 断 っ た よ うに， こ れ は 「

一
時的な考 え を述 べ た も

の で 深 い 考慮 の 上で の 考えで は なか っ た」
師

の で ある ，、
つ ま り彼 は 未だ こ の 時点で も，イギ

リス が 日本 との 公式 ・非公 式を問わず何らか の 交渉を必 要 と して い る とは考えて い なか っ た ，

本 国 に召還 され て い た マ ク ドナ ル ドが 同 15 円に林 と 会談 した 際 日本 との 同盟 の a∫能性 を臭

わせ たが
csal，

，それ とて 未だ急 を要する も の で はなか っ た
i
’
llY！r
。

　 ラ ン ス ダウ ン は こ の 時．林 との 会談 と並行 して ロ シ ア に も話 し合 い を打 診 して い た （同 IO

日）
t4〔〕t／

． ラ ン ス ダウ ン は こ の 話 し合い に期待 して い たが， ロ シ ア か らの 返答は 「拒否」の 通告

であ っ た （同 17」−D
：11’／

。 しか しなが ら依然 として イギ リ ス は T
ロ シアが 清国に不 当に侵略 し

な い 限 り，ロ シ ア に 敵対す る行動 を採る こ とはな い と い う基本 政策 を維持 して い た c そ こ で 7

月 31 凵，ラ ン ス ダ ウ ン は 林 と会談 し，凵本 と の 協力 の 必 要性 に言 及 した
（4L）

。 も し凵本 と の 基

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 アン ダ　スタ ン デ イ ン ブ

本政策 の 違 い を 目英両国間の 相 互 理 解 で 解決で きる の なら，日本 と の 交渉 の 先ず はその 可

能性に つ い て 議論を始めた い と考えた の で あ っ た
：1
凱，「反 ロ シ ア で は な い 」協定 の 模索で ある。

　 8 月 14 日，ラ ン ス ダ ウ ン は 林 と会談 し，こ の 町能性 へ の 第
一

歩 を踏み 1
「

「
lr
した 。 彼 は ，イギ

リス に とっ て 日本 との 協商の 目的 は あ くまで も清国 の 門戸解放 と領土保全で あ り，そ れ以上 の

もの で はな い こ とを目本に告げる
一

方で
i／44／

，二 目後 の 閣議 q司 16H ）で は ，日英交渉 は未 だ

決定的段階で はな い が引 き続 き継続す る こ と を確認 した
［45「．

．そ して 彼 は こ の 後，お よそ
一

ヶ

月の休 暇に入る 。 「反 ロ シ ア で は ない 」協定の 第
一

歩は踏み 出されたが，まだ まだ ラ ン ス ダウ
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ン に とっ て は，次の ス テ ッ プへ 早急に 進 まねばならない ほ どの 状況で はなか っ た の で ある 。

　こ の 後，目英両国 の 交渉 に は お よそ二 ヶ 月間の ブ ラ ン ク が ある v た だ し， こ の 間イギ リ ス 国

内で ，目本 と の 交渉問題が 全 く忘れ られ て い た わけで は なか っ た 。 ラ ン ス ダ ウ ン はサ トウ に 日

本 との 交渉 の 前進 の
．
「1∫能性 もあ り得る と報告 し （8 月 25 日）

噛
，また マ ク ドナ ル ドに も交 渉

の 進展の 可能性 を告 げて い た （翌 9 月 4 日）
1147 〕

c さ らに海軍大臣セ ル バ ン が 9 月 4 日付け で ，

メ モ ラ ン ダ ム
“Balance⊂of 　Naval　P｛）wcr 　in　the 　Far　F．ust ”を内閣に提出 した 。 こ れ は，海軍力 の 而

か ら 口英両国の 協約 を希望す る とい う提言で あ っ だ
4s ’

、， また同 22 日に は パ ー
テ ィ も同様に ，

海軍 の 面 か ら 日本と の 同盟 に賛成で ある と，ラ ン ス ダウ ン に進言 した
f49）

。 同盟が，海軍予算

を増額する こ とな く，極東にお ける海軍力の優勢を維持 する方法で あ る，と言 うの で あ る 。 蔵

相 ビー
チ もまた，海軍予算の 削減を内 閣に 強 く迫 っ て い た

t「’O，／
．こ こ に 至 り，日本 との 海軍協

力問題が そ の 後 の 日本 との 交渉 にお い て ，新た な要素とな っ て 加わ っ た 。

　10 月 16 口，ラ ン ス ダ ウ ン は林 と会談 した 。 林か ら協約の H 本案が提 出 され た
csl1・

。 こ の 口

本案に対 し て ，イ ギ リ ス で は 閣議が 開 かれ討議 され た。そ して 最終的 に イ ギ リ ス の 対案が 決 議

され ，日本側 に提 出 され た の は三週 間後の 11 月 6 凵の こ とで あ っ た 。 しか し こ の 三 週間，閣

議で 日本案が盛ん に議論 され て い たか とい うと，そ うで は なか っ た。こ の 三 週 間に ラ ン ス ダウ

ン を は じ め 内閣の 外交政策 ヒの 巾心課題 は，対 口本では な く，対 ロ シ ア で あ っ た 。 イギ リ ス に

と っ て ロ シ ア との 交渉は，日本 との 交渉よ りも優先 された 。

　ラ ン ス ダウ ン は ，再度 ロ シ ア との 直接交渉 を試み た （同 22 日）
［
「
°L／’
。そ して同 25 日 の 閣議で

彼 は，直接 交渉の 可能性 を探る こ とを報告 した
，・’「」3）

。二 凵 後の 閣議 （同 28 日 ） で は ，ロ シ ア と

の 直接交渉が承認 され， ロ シ ア の 態度判明を待 つ こ とが 決定され た
，541］

。 閣議終 ∫後，ラ ン ス

ダウ ン はす ぐに， ロ シ ア に対 して ペ ル シ ャ 問題 と清 国の 問題に 関す る話 し合い を打診 した
〔∬

。

清 国 の 問題 に 関 して は ，新た に ロ シ ア と と もに共 同解決 の 用 意が あ る こ とを言明 した
「56）

。 し

か しなが ら ロ シ ア か らの 回答は，ラ ン ス ダ ウ ン の こ うした努力を拒否する もの で あ っ た 。
ロ シ

ア は，清国と の交渉に関 して はそれ が調印され るまで はイ ギ リス に公表する つ もりはな い と返

答 した
／571，

。ペ ル シ ャ 問題 に 関 して も，イギ リ ス の 共同借款案を拒否す る と告げて きた
（S8）

。

　 もはや イギ リス に，選択肢 は残され て い なか っ た 。 ラ ン ス ダウ ン は 11月 5 日の 閣議で， ロ

シ ァ との 交渉を停止 する こ とを報告 し，新た に彼 の 手 に よ る 日英協約草案 を提 出 した 。 大多数

の 閣僚が こ れ に賛成 し，協約草案が 承認 され だ 町，い よ い よ，日本案に 対す る イギ リ ス の 対

案が 明らか とな り，こ こ に 1」英協約交渉が最終段階に入 る こ ととなっ た 。
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3．イギ リス 草案の 提 出

　11 月 6 日，ラ ン ス ダ ウ ン は林 と会談 し，イギ リ ス の 目英協約草案 を提 出 した
／fi［）／／

。 そ の 骨了

は次の とお りで あ っ た 。 前文一束 ア ジ ア の現状 ・平和 の 維持，韓国の 不併脊，清 国 の 独 立 ・領

土保 全お よび機会均等，第
一
条
一

互 い に第三 国 との 交戦時には厳止 中立，第二 条
一

他国が第三

国 に 加担 し参戦 の 場 合に は援 助 ・応戦，単独講和の 禁 止，第；条一第三 国 との 単独協約 の 禁

止．第四 条一脅威に対 して相 hlに協議，別項
一平時 の 海軍協力 。 こ れ に 対 し林は，韓国 に 関す

る条項 を設け るべ きこ と，イギ リ ス の 閣僚の 何人か が要求 して い る協約の 範囲 拡張は認め て も

良い ，期間 を ti年 とする な ど の 個人的意見を述 べ た
c61；

。

　 と こ ろで 日英両 国は，こ の イギ リス 草案の 提 出か ら翌年 1 月 30 日の 協約調 印ま で ，お よ そ

三 ヶ月 を必要 と した 。 11月 6 日の イギ リス 草案に対 して 12 月 12 日に 凵本の 対案が提 出 され

る まで が
一

ヶ 月 強，そ して こ の 囗本案 に対 して ラ ン ス ダ ウ ン の 修正案が提出され る翌 年 1月

14目 まで が さ らに
一

ヶ 月で あ っ た。最初 の
一

ヶ月強 は 主 に 日本側 が 必 要 と し，次の
一

ヶ 月は

主 に イギ リス 側が必 要 と した 日数で あ っ た 。

　 イギ リス の 草案が 提 出さ れ る 二 凵前 （11 月 4 日）に，元老伊藤 博 文が ア メ リ カ経由で パ リ

に到着 して い た。伊藤 は エ ール 大学か ら名誉学位を受 ける LI的で 渡米 し （9 月 18 凵〕，帰路 ヨ
ー

ロ ッ パ を経由 して ， ロ シ ア を訪問する こ とに な っ て い た
T621

。 伊藤は パ リ到着後，初め て イ ギ

リ ス との 交渉の 進展 を知 っ た
嚇

．しか もそ れ は，伊藤の 出発前の 元老 た ち との 会談で 得て い

た認 識 か らすれ ば，大変な進展で あ っ た 。 すで に イギ リス の 草案が提 出 され， H 本は 火急の 決

定 を迫 られ て い た の で あ る ． そ こ で伊藤は ，イギ リ ス との協約 に反対は しな い が ，ロ シ ア と の

会談を今 にな っ て 破棄する こ とは 不 冂j
．
能な 0）で ，とりあえず ロ シ ア との 会談の 結果が 出る ま で

は イギ リ ス と の 交渉 を
一

時休止 する よ うに，本国政府に 申 し入れた
・／G4／

、 しか し口本政 府か ら

の 返答は、イギ リス と の 交渉 の 休止 は不 卩∫能 とい う もの で あ っ た
t6「’）

。 そ こ で 伊 藤は ，イギリ

ス との 交渉の 継続の 必要性を認め た上で ， ロ シ ア と の 交渉 は意見交換の 程度を超える こ との な

い 交渉にす る と，本国 に報告 しだ
66）

。 そ して 同 25 日， ロ シ ア に到 着 した 。

　 こ の 間、ラ ン ス ダウ ン は 同 20 日に林 と会談 し，イギ リス は 日本 との 協約の 早期成立 を願 っ

て い る こ と を告げ，イギ リ ス 草案 に 対す る 日本の 返 答を催促 した
鱒

。 そ して 彼 は
T 伊藤 の

ロ シ ア 訪問が非公式で ある とい う林の 説明 を信川 で きず， ロ本の 二 股外 交に強 い 懸念 を抱 い

た
・／EiH
’
i

。そ こ で マ ク ドナ ル ド 〔駐 凵公使） に，日本の 返答の 遅 れ は伊藤 の ロ シア訪問 と関 係あ

る の か どうか を尋ねたが ，マ ク ドナ ル ドの 答えは 「関係せず」 とい うも の で あ っ た。む しろ外

相 小村 が病気 の た め，公務が 遅 滞 した こ とが 直接 の 原因で あ る との 返 答だ っ た
／’69／

b 事実，小
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村 の 公務復帰とともに 閣議が 開催 され，そ こ で イギ リ ス草案に対す る 口本の 修正 案が 決定 され

た （11 月 28 日）
1：70〕

。 林は 同 30 口に T 本国 よ り こ の 修止案 を受け取 っ た 、，伊藤 の 意見 を聞 くよ

うに と の 指 示が付記 され て い た
価

。 また こ の 日，内閣が修正 案を決定 した こ とは， H 本政府

よ りマ ク ドナ ル ドに も伝 えられ た
17

凱、

　とこ ろ が 囗本で は こ の 後，最終決定機関 で ある元 老会議で 再 冂∫決 され る （翌 12 月 10 目）ま

で ，さ らに また 二 週 間弱の 日数を必 要 と した 。 こ の 二 週間は，もっ ぱら伊藤が ロ シ ア に到着後，

ロ シ ァ と の 交渉 を優先す べ きと誤解 した こ とと
（73］

，伊藤の 意 見を聞 くた め に 林の 代理が 目本

の 修止 案 を抱 えて伊藤 を ロ シ ア ま で 追 い か けた こ と に起 因す る
（T’v

。 伊藤は 12月 3 日に 凵本の

修正 案 を受け取 り，同 6 日 に そ れ に対する彼 の 修正 意見 を桂 首相 に 打電 しだ
：751i

。
ロ シ ア との

交渉を優先すべ きとい う彼の 誤解は，依然続 い て い た．， 翌 7 日に開か れ た元 老会議で は首相 と

外相 も出席 し，未だ伊藤の 電文 は 届 い て い なか っ たが ，小村の 手 に なる ロ英協約 を優先する意

見書が承認 され ，11月 28H の 修正 案 を再修正す る新た な草案が可決 された
c76）

、，桂が伊藤の 電

文 を手に した の は，さらにそ の 翌 目 の こ とで あ っ た。電 文中の 伊藤 の 誤解に 関 して は，そ れを

無視 する こ とが 次の 口 の 闇議 （12 月 9 日 ） で 決定 され た が ，彼 の 修止意 見に 関 して は 2 日後

の 元老会議 （同 10 日）で確認 され ，7 日の草案が可可決された 、 翌 11 日，林は こ の 口本の 冉

修正 eil案をもとに即時，イギ リ ス と交渉に入る よ う訓令 を受けた
・177）

。

4 ．ラン ス ダウン ＝伊藤会談

　12 月 12 口，ラ ン ス ダ ウ ン は林 と会談 し，林か ら新 た な 凵本修正 案 を受け取 っ た ， ラ ン ス ダ

ウ ン草案 （11月 6 ロ）に対す る こ の 新 しい 日本案 で は範囲 を明確 に極東に 限定 して い たが，

ラ ン ス ダ ウ ン ei案 との 最 も重要な違 い は，目本が   韓 国 に お け る フ リ ーハ ン ドを要 求 し， 

極東 にお け る イギ リ ス 海軍 の 協力 を要求する ，とい う別款二 款が新 た に付け加 え られ て い た こ

とで あ る
〔

箆 、 こ の うちラ ン ス ダ ウ ン に と っ て，今後の 日本 と の 交渉 に おける最大の 関閂 とな

る の が t 韓国問題 に関 して で あ っ た。なぜ なら， ロ シ ア が 口本 の 韓国 に お ける行 動 の 自由を

認 め る とは，到底思 えな か っ た か ら で あ る。日本 と ロ シ ア 間の 戦争が 必至 となろ う。 ［．r本 の

敗戦は ，もちろ ん イギ リ ス の 望 む と こ ろ で は なか っ た
i／79）

。 同 19日に 閣議が 開催 され た ，韓国

問題 に対 して は 反対多数で あ り，イ ン ドとの 相互 取引案 （範囲拡大案）まで 再 浮 ヒ した ほ ど

で あ っ た。海軍協力 も否定 された 。 目本修正案に対 して全 く進展な く，こ の 日の 閣議は終 わ っ

た
・
／SU／・

。 閣議の 後に ラ ン ス ダ ウ ン は林 と会談し．日本修正案に対する 彼 の懸念 を林 に表明 した。

韓国 をめ ぐる 冂本 と ロ シ ア 間の 対立 か ら， イギ リ ス が対 ロ シ ア ・対 フ ラ ン ス 戦争に 参戦せ ね ば
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「日英同盟一協約交渉 と ラ ン ス ダ ウ ン 外相

な らな い 可 能性を危惧 した の で ある
1
陀、

　イ ギ リ ス で は翌 20 日 か ら
一

週 間，ク リ ス マ ス 休暇に人 っ た 。 こ の 問，日本で は対 イギ リ ス

交渉 の 甲期 完結が 日指 された 。 ラ ン ス ダ ウ ン との 会談の 後 （同 19H ），林 は 会談 の 内容を本国

に報告 した が
（HL）

， しか し H 本政 府内で ラ ン ス ダウ ン の 懸念に つ い て は深 く考慮 され た様子は

な く
Ch：i）

，林が 受け取 っ た 訓令 は ただ 「イギ リス 政府 との 交渉 を出 来得 る限 り迅 速 に完結すべ

し」 とい うもの で あ っ た
／・’Y4／

。 ラ ン ス ダ ウ ン は ，休暇 が 明 け て 同 31 日 に林 と会談 した。林 か ら

日本政府 の 見解 につ い て報告 を受けたが，ラ ン ス ダ ウ ン の 懸念は 全 く無視 され て い た 。 彼は ．

こ の 別款条項が 日本案 の ま ま閣議で 承認 され る と は 到底思 えなか っ た
’
H5
’，，
。 そこ で ラ ン ス ダ ウ

ン はす ぐに ，ソ
ー

ル ズベ リに意見を具申 した
（s6）

。

　 ソ
ール ズ ベ リか らの 返 答は，翌 1 月 7 円に屈 い た 。 彼は そ の 中で ，日本との 協約 自体は大筋

で は賛成で きる もの の ， しか しなが らH本は韓国に 関 して はイギ リ ス の 反対が あ っ て も対 ロ シ

ア戦争 を行 うで あろ う こ と，そ して そ れ は イギ リス を対 ロ シ ア ・対 フ ラ ン ス戦争 へ 導くか も し

れ な い こ と，こ うした政策は議会で 裁可 されない し，また帝国の 利益 に も反す る こ とを指摘 し

た ，，そ して イ ギ リ ス は．現在の 目本政府 の 親善 ・慎重 さ
・賢明 さを信頼で きない とその疑念 を

表明 した
卵

。おそ ら く伊藤 の 対 ロ シ ア交渉 を指 して の 疑念で あろ う。

　 ソ
ール ズベ リの こ の 返 答 を待 つ 間，ラ ン ス ダ ウ ン は， ロ シ ア へ の 訪問を終えて 当時 ロ ン ドン

に滞在 して い た伊藤 と，同 2 囗
：ss：：

と 6H
・／8Y／

の 二 度に わ た り会談 した．伊藤 は，自ら の 考 え

をラ ン ス ダ ウ ン に率直 に伝 えた 、 日本の 韓国に お け る 目的 は 政治上 の 勢力拡大で あ り，そ の た

め に 囗本は現 在の ロ シ ア との 韓 国に関する 協定 （1989年 の 西＝ロ ーゼ ン 協定） を改 変 した い

と考えて い る こ と 。 こ の新た な ロ シ ア との 協商は極 東 の
’1’・和 を凵的と した もの で あ り，従 っ て

日英協約 とは矛盾しな い こ と ，，こ れ はイギ リ ス の 平和 目的 と同
一…

で ある 。
こ れが ，伊藤が行お

うとした対 ロ シ ア交渉で あ る と い うの で あ っ た
t19¢

。 彼 は． ロ シ アが戦争 を望 ん で い ない とみ

な し．そ れ故に ロ シ ア との 韓国 問題 の 解決 は 冂∫能だ と考え た の で あ っ た、，

　 ラ ン ス ダ ウ ン に と っ て こ の 伊藤 と の会談 は， ソ
ー

ル ズ ベ リや ラ ン ス ダウ ン 自身が 日本 の 二 股

外交 に対 し て 抱 い て い た 疑念を取 り除 くの に余 りある もの で あ っ た 。 なぜ な ら，そ れ は ラ ン ス

ダ ウ ン 自身 （ソ
ー

ル ズ ベ リ も同様）が 常に 日本と の 交渉 に優先 して 行 っ て きた対 ロ シ ア 交渉 と，

基 本的 に は同 じ考え に根ざ した もの だ っ た か らで ある 。
つ まりラ ン ス ダ ウ ン に とっ て は，ロ シ

ァ との 永続的和解を求 めた対 ロ シ ア 交渉 と，東ア ジ ア にお け る平 和 の 維持 （オ
ープ ン ドア と領

土 保全）を 目的と した対 日本交渉とは決 して 矛盾する もの で は なか っ たか らで ある。 こ うして

彼 は，依然 として イギリ スが対 ロ シ ア戦争 に 巻 き込 まれ る可 能性 に つ い て 危惧は 残 る もの の ，

日本修 rE案の 韓国条項 を琿 解する こ とが で きた 。 同 14 日，ラ ン ス ダ ウ ン は林 と会談 し，イギ
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リス の 修正案 を提 出 した 。

　こ の イギ リス の 修止 協約草案は ，日本案の 別款三 項の 内，韓国条項を本文第
…

条 とし．他二

項 を非公開の 付属外交文書 として残す こ とを提案 して い た．、ラ ン ス ダ ウ ン は林 に，こ れが韓国

に 関する折衷案で あ り，も うこ れ 以 上 の 変更 は で きな い と告げだ
191）

、 同 18 日に こ れ に対する

日本の fl参正意見が提出 され た
／9L／

。ラ ン ス ダ ウ ン はその 中の 第 条 （韓国 条項 ） に対する修正

意 見に対して ．そ れが ソ ール ズベ リの 意見に よ っ て 世論対策 の ため に特 に考慮 され た もの で あ

り，閣内で の 賛同を得る ため に は不 卩∫欠の もの で ある こ とを理解 して欲 し い と，林に 要請 し

た
i／ga’　／

；
．最終 的に は 1 日本の 修正意 見が 多少な りとも考慮され，1 月 14 日の イギ リス 修正協約

草案が若干の 文盲 の 変更 を経て，同 24 日の 閣議で 承認 された
：94；

、、日本政 府 も同 26 日，こ れ

を受諾 した
／’Y5／

。そ し て 今
一

度の 微修正 を経て
．頒

，1月 30　Llに 「目英協約お よび付属外交 文書」

が 両国間で調 印され た
柵

。 協約の 公表 と ドイッへ は参加 を打診 しな い こ とが 両国で 確認 され

た
・
／［JS）

。こ れが極東の ス テ
ータ ス ク オ と平和 の 維持の 于段 とな る もの と期待 された

鰄
。

5．お わ りに

　 協約調印後．二 週 間経 っ た 2 月 13 凵．ラ ン ス ダ ウ ン は上 院で ，軍事的 に分か れ た勢力間の

中で イギ リス の み が 単独 で 牛 きて は い けない こ とを指摘 した Eで，次の ように 述 べ た 。

　 「世界
’F和 の 維持 に寄与する もの が ，す なわ ち協約で ある 。 そして そ の 協約 は，もし不幸に

して 平和 が不 可能 とな っ て も，少な くと も紛 争を局地化 して くれ る で あろ う。 」
〔lco）

　 イギ リス ．に と っ て の 日英協約 の 重 要性は，彼 の こ の ス ピー
チ に集約 され て い る 。 孤 立か らの

離脱 を うかが わせ る発言 はある もの の ，彼が 強調 したか っ た こ とは 「世界平和」の こ と で あ

る 。 彼が言 う 「世 界平和」 とは，す なわ ちイ ギ リス の 「帝国の 利益」防衛 とい う冖的の ため に

他 な らな い 。つ ま り，率和 に よ っ て初 め て イギ リス の 自山 な通商活動が 保障 され保持 され る と

い うこ と で ある、，こ の こ と故に T イギ リス は ロ シ ア と の 世界規模で の 交渉 を必要 とした。ペ ル

シ ャ
・ア フ ガ ニ ス タ ン問題 と い うもうひ とつ 大 きな争点を ロ シ ア との 間に か かえて い たか らで

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ン ダ
　

ス タ ン デ nyン ゲ

ある 。 そ の 際，「反 ロ シ ア 」で 敵対す る の で は な く，む しろ何 らか の 相 互 理 解 を求め る こ

と，こ れが ラ ン ス ダ ウ ン の 対 ロ シ ア 政策 の 基本で あ っ た
〔／Ol

’，
。つ ま り 日本 と の 同盟 協約交渉 も，

イ ギ リ ス に と っ て は ロ シ ア との 箱
グ

蚤で鐘
デ

冨を求め た 外交政 策の 延長線上 に あ っ た の で あ り，

．従 っ て 当然 こ の 同盟協約 の ll的 も一連 の 対 ロ シ ア 政策の 凵的に 合致 した，ある い はそれ を補完

する 目的の もの で あ っ た
qiコ21／

。そ して 同時に それは，「i日：界平和」維持 の ため の 同 盟国を求め た

政策の 選択肢の
．

つ な の で あ っ た ．、
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「目 英同盟」協約交渉とラ ン ス ダ ウ ン 外相

　目木との 交渉は，義和 団事件 の 戦 後処理 に関する賠償金問題 の 解決が ，イギ リス に とっ て は

具体的 な第
一

歩 とな っ た 。 賠償金 問題 の 解決は ，［」本 との 協力が大 い に有効 な こ とを イギ リ ス

に教えた の で あ っ た。次 に，東ア ジア にお け る海軍 協力の 問題 で あ る 。 か つ て国 家財政 の 面か

ら ドイッ との 同盟を進言 して い た政府関係者た ちも，ヨ
ー

ロ ッ パ 外の 日本 との 協力関係 の 設立

に賛意を示 した，、それが ヨ
ー

ロ ッ パ 内で の 国際関係 を何 ら変動 させ る こ とな く，なおかつ さら

なる財政支出 を強 い られ る こ とな く，東アジ ア における 「安全」を補強 して くれるか らで あ っ

た。こ うして 国家財政 の 面か ら も， ヨ
ー

ロ ッ パ 国際閣 係 の 面か ら も，日本 との 友好関係 の促進

が図 ら れ た 。

　そ して 最終的に ラ ン ス ダウ ン に 日本 との 同盟協約交渉を決断させ た の は，自らの ロ シ ア との

直接交渉の 失敗で あ っ た 。 こ れ に よ りH 本 との 協力関係の 設立 が イギ リ ス に とっ て は残 され

た唯
一

の 外交政策上 の 選 択肢 とな っ て しまっ た。さ らに最後 に，元老伊藤 の 果た した役割 も大

きか っ た 。 た だ しそ の 役割 とは ，旧来の よ うに伊藤の ロ シ ア訪問が イギ リ ス 政府 を刺激 し，同

盟締結 を急 が せ た，と い うこ とで はな い 。 Nish もそれ は 史料的に は ほ とん ど論証で きない と

否定 して い るが
1鰤

，彼 の こ の 指摘 は 全 く正 し い
。 なぜ な ら ラ ン ス ダ ウ ン は，伊藤の ロ シ ア 訪

問前の ll 月 6 口に， 冂英協約 の イギ リ ス 草案を H 本に提出 して い たか らであ る 。
つ ま りイギ

リス 政府は，すで に 日本と の 協約 を決定 して い た の で あ る 。 ラ ン ス ダ ウ ン に と っ て 残る 問題 は，

い か に韓国条項 に よ っ て イギ リ ス が，日本 の 対 ロ シ ア 戦争突入 に よ り， LI本に加担 して 対 ロ シ

ア
・
対フ ラ ン ス 戦争 に参戦せ ねばな らな くなる か もしれ ない と い う懸念へ の 対応 なの で あ っ

た、， 伊藤 の 役割の 重要性 は，ラ ン ス ダウ ン が伊藤との 「 度 の 会談で，こ の 懸念 を払拭で きた こ

と にあ る 。 小 論で 取 り上 げた とお りで ある 。

　日英協約 は，南 ア フ リカ問題 を抱 えた 当時の イ ギ リス に あ っ て は，数少 な い 東アジ ア で の 選

択肢の
一

つ で あ っ た。対 ロ シア直接交渉の 失敗や， 日本の 対 ロ シ ァ戦争が必至 と思わ れた こ と

な ど，決 し て ベ ス トの 選 択肢で は なか っ たが ，ベ ス トの 選 択 あ る い は ベ ス トに 近 い 選 択で は

あ っ た 。 イギ リス は，ロ シア と日本の 和解 に よ っ て東ア ジア で 孤立す る かもしれ ない とい う最

悪 の 事態か らは免れた 。 そ して 付け加 えるな らば，こ うした外交政策決定過和 に ソ
ー

ル ズ ベ リ

が つ ね に深 く関わ っ て い た こ と は重要 で あ る 。 日本 との 交渉 の 実務は ラ ン ス ダ ウ ン が 担当 し た

が，交渉 を とお して 最終判断は つ ね に ソ ール ズ ベ リが ドし て い た。19世 紀末か ら の 伝 統 的 な

外交政策は，継続 して い た の で ある。

　 イギ リス に と っ て 東 ア ジ ア に お け る 日本と の 交渉は．「世 界平和」と い う名の イギ リス の 東

ア ジア にお け る 「帝国 の 利益」の 防衛 を 日的 と したもの で あ っ た 。 こ の 意味に お い て ，日英

協約 の 真 の 目的は清国の statuS 　qUO （現状）の 維持 に あ っ た と言 い 換えて も良い か も しれ な い 。
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清政権 の 存続が必ず しも東ア ジ ア に おけ る 「帝国の 利益」 を保障す る もの で はなか っ たが， し

か しその 崩壊 は確実 に 「帝 国の 利益 」の 喪失を意味 したか らで ある 。 さ らに付 け加 えるな ら，

ほ とん どすべ て の 地域にお い て statu5 　qu ・ を維持す る こ とが，こ の 時代の イギ リス の基本的対

外政策で あ っ た と言 っ て もまた過言 で は な い u こ の 目的 の ため に イギ リス は，い か なる国 とも

交渉 の 意志が あ っ た 。 先ずは東ア ジ ア をめ ぐり日本 との 同盟協約 を成功 させ た 。 続い て エ ジプ

トをめ ぐりフ ラ ン ス と，さ ら に ペ ル シ ャ
・

ア フ ガ ニ ス タ ン 問題に関 して ロ シ ア と，イギ リ ス は

そ の 交渉 の 意志 を現 実 の もの と して ゆ くの で あ っ た／．t

注

（1） 拙 稿 「第
一

次 匿 界大 戦 の 勃 発 と イ ギ リ ス 外交政 策亅（
一
川村学園女了

一
大学研究紀要』第 12巻第 3号，

　　 2001年 3 月），「バ ル カ ン 戦争 とイ ギ リ ス 外交政策，1912　一一一13 年」（『1剛 13−2，2002年 3 月）．「「孤

　　 立 政策』から 「協 商」ヘ
ー

イギ リ ス 外交政 策の 転 換 ？」（「同 」ユ4−2，2003年 3 月 ）お よび 「英独同

　　 盟 交渉 U898− 1901年） と イ ギ リ ス 外交政策」 〔『同』152 ，2004年 3月），「第
一
次 IU：界大戦前の

　　 イギ リ ス の 対東ア ジ ア政 策 に関す る
．
考 察」（「同」 16−2，2005年 3 月）。

（2 ） 拙稿 「第
一

次世界大戦前 の イギ リ ス の 対
．
束 ア ジ ア 政策 に 関 す る

一
考察」（「同 』 16−2．20〔〕5 午3 丿D、、

（3 ＞ 1950 年代 以 前の 研究 と し て は ，Gh ｝mg ，　Chung −Fu．　The／Angto−laPanese　AUia ’nt ／e （BaltiTnerc，1931）や

　　 Spinks，　Ghnrlcs．　Thc 　BackgI・ouIld 　ot
’
　the 　Ang ］e −Japancsc　Alliancc1，　Pacrfi

・Hi．storicat 　Rtn」iert，　viii （1939）
　 　 が あ る、，

〔4 冫　M 廷mger ，　George ．ThcErld 　of 　lsolation；β痒’島々’∂P召轡 匹Po ！め
319 θ0−19（，7（London ，1963）

〔5 ） G 】
・
envillcJ ．、へ，　s、ムo厂45 α’ゴ5伽 り α   4 ん ｝卿 面 ’ゴ‘

！｝
’ 伽 α α 写幽 〃凪 〜7η 召劒 漉 c召 ア齢

ぎ （London ，1964）
（6 ）　Nish，　Ian．

’
1
’
hee　Anglo

〕
raPanese　Altia・n・ce，’th・e　DiPlomαt（）・of

』
Trvθ lsla？rd　ii’mPires ，1894N19θ7 （1．ori（］on ，1966）

（7 ） そ の 他，Lowe ・（：・J・ltekx・ctant 　l・ntpe ，iatist（2　vols ．） 1：London ，1967）弋
’H （，ward ，　christopheL 　sp（e・ndid

　　 Isolat・iort（Londoll ，1967） な ど ウ

（8 ＞　Young ，　L、　K ．β鵡 納 Pθ臨甥 児 Cノ伽 α，1δ95−19‘，2 〔Oxtbrd ．1970）

〔9．）　Ncilson，Keith，　B’t’itairi（trt（l　the　La．st　Tgar：British　P襯 Cドand ノ〜．ussia 　f894−1917 〔Oxford ，1995）

（10）　「凵英 岡盟協約締結始末」1902／5／6 外務省編纂 『日 本 外交文書 』第 ｛十 五 巻一
p．33，〔以 下，「外交」

　 　 三 十至工
．．33 と田苔す

．
じ）

〔11） 注 （2）参照 。

（12）　　力囗灯寮タト†目ヨ　リ1木宛　1900／［O／29　『夕下交尸．　モ
・1』三一69．

（13）　Satol〜 〔Minister 　at　Peking）to　Lansdowne ，1901／1／2，　Lensen ，
　Georgc ．　Koreα a

・
nd 　Alanchu・tia　betwee・n

　　 Russia　and ／inpan，1895−1904 〔
「
1欲11ah乱しssa ，　FL ．，1966），pp ．128−9．

　 　 林 ヨ リ加藤宛 1900／1⊥／12 外交』 三 十三 別 ．−365．

（1・1） 林 ヨ リ加藤宛 1901／1／15 「外交』 三 十 四一10｛，

（15丿　Lansd （）wnc 　d
’
o 　MacDonald 〔Millister　a 匸 TI）kヲo ！、1901／1／12＆15，　F⊂lreign 　Office　Cc）rrespoildenc 二e ，

　　 」apan （
・16）vol ，538．〔hcrealier　ciLed 　as　FO ・1・6／538．）

C16）　Lansd 〔♪wlle 　to　Gough （ScCI・ctary 　ofEmbassy 　at　Bel・lii・i），1901／2／7，　Gooch 　and
「
【dnpcrlcy （ed ，）．B ，

’itish
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「日 英同盟」協約交渉とラ ン ス ダウ ン 外相

　　 Documen，ts　otl　th・e　O，ゴ亭η ∫ of 　the　W   p； 1989−1914，　vol ．　li（llvols．）（London ，1927．38），p．35．（hcrcafter

　　 citcd 　as　Bl）ii　35．）

　　 林 ヨ リ加藤宛 19〔〕1！2／12 「外交」 「
．一
「
一
四一136．

〔17）　Lansdowne 　to　MacDonald ，1901！2／18，βρ ii　36．

　　 マ ク ドナ ル ドニ加藤会談 1901／2／21 「外交』 三 十四
一152．

〔18） 林 ヨ リ加藤宛 1901／3／3 「外交』三 十四
一
上78．

（19）　Lansdc ）wne 　to　Scott〔Ambassad 〔｝r　at　St．PeLersbur9〕，1901／3／6，君ρ ji　37・

　　 林 ヨ リ加 藤 宛 1901／3／7 「外交』三
．1．’四一191．

〔：20）　Lasccllcg．〔Ambas5ad 〔｝r　a 巳Ber1Ln），to　LallsclowIle，190レ 3／7，　FO64 ／1524．＆ same 　to 　same ，190レ 3／！O，

　 　 召Dii42 ．

　　 井 卜駐 独 公使 ヨ リ加藤 宛 1901〆3／1 『外 交二 三 十 四
．−188．お よ び 同 ヨ リ 同 宛 1901f，3／9 『外交 」

　　 三 十四一193．

（21）　Speec：h　by　CoLlnしvoll 　Bl　lo“’，1901／3／15，　BD 　ii　26：

　　 井上 ヨ リ加藤宛 1901／3／16 『外 交 』 『 「
’
四一226−7．

（22）　Lansdo、、ne 　to　MacDonald ，19〔〕1／3／16，　Bl）iv　27．

（23）　Lansdowne 　to　MacD （，nald ，1901／3／19，　Bl）ii　47．

　　 小 村駐 清 公 使 ヨ V ：加藤宛 1901f’3／17 「外交』 三 十 四一233−4，

（24） 林 ヨ リ 加藤宛 1901／3／24 「外交』三 十 四一277−9．

（25）　上ansdowIle しo　Scott，1901／4／5，　BD 　ij　50．

　　 珍 出駐 露公 使 ヨ リ加藤宛 1901／／1／5 『外交」 三
．．1．四一334−5，

（26） 林 ヨ リ加「藤宛 1901〆4／9 『外交』 三 十 四一1．

（27） 林 ヨ リ 加藤宛 1901，〆5！18 「外交』 三 「
』
四一18．

（28） Scotl　to 　1．ansdowne ，　1901／5，／19，　FO 　65 （Russia）／1625．イギ リス は清国 に 対す る新 た な借款 を嫌 っ た 。

　　 そ れ は，イギ リ ス か らの 借入金を使 っ て ，対イギ リ ス 以外の 債務 を支払 うこ とに な る だ ろ うか らで

　　 あ っ た C．Bulfour 　t〔，　the 　King，1901f4／26，　Monger ，
　1〕、34．）。

（29）　S（：ott 　t 〔⊃ Lansd 〔，wne ，1901f5／15，　FO 　17！1487＆ MacDonald 　to　Lansdowne ，ユ901／5〆20，　FO 　・16／542．

（30）　Sat（，w 　to　Lansdown （i，1901／
’
5／23，　FO 　17〆1484．

〔31〕　Lansdc）wne 　to　Ma ．cD   nald ，190115／20，　FO 　46／542．

〔32〕　LaIisdowne 　to 、〜冊亘ひ ca 〔USecretary（）f　Legation　at　Tokyo ），1901／6／21，　St）ii　89−90・

　　 小村 ヨ リ曾禰外相宛 1901／6／16「外交』 三十 三 別 三
一669−70，

〔33）　−Memorandum ，　Lansdowlle，19．　Ol／6／19，Ybung ，　P．299．

（34）　Lansdowncro 　X・Vhit，ead ，1901／6／26，斑 ）ii　90，

　　 小村 ヨ リ曾禰宛 1901／6／26 「外交』 三 十 三 別三一678．

（35）　　Melnora 匸ldiHII ，Bertie，1901／7／2，、’c｝ung ，　p、3．　00．

（36） 林 ヨ リ 曾
r
禰宛 1901〆7／10 『外交』 三 十 四一380．

（37） 林 ヨ リ曾禰宛 1901／7／24f 外交』 三 1』四一383．

〔38） 林 ヨ リ曾禰宛 1901／7／15 『外交』 三 1』四一19．

（39） 林 ヨ リ 曾禰宛 ユ901f7f16『外交．1三
．1．』四一20．

（40）　Ldnsd   lvlle 　t．o 　Scott ，1901／7／10，　FO 　65／1618．

〔41）　Scott　to　Lansdowne ，1901〆7／17，　ibid．
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藤　井 信 　行

〔42：〕 林 ヨ リ曾禰宛 1901／8〆1 『外交」三 十四一25−6．

〔43） Lansdownc 　t  Whit ・ead ，1901／7〆31，　BI　ii　gl．つ ま リラ ン ．ス ダ ウ ン が 求 め た もの は，日本 との （あ

　　 る い は 日本 を 含 め た 数 力 国 に よ る ）何 らかの 協商 で あ っ た。こ れ が こ の 時 点 で の，彼が 考 え て い

　　 た 対 日本 政策で あ る。こ れ は マ ク ドナ ル ドが 示唆 して い た 将来 の 協約 の 口∫能性 とは，明 らか に 異

　　 な る 。林 は 理 解 し て い な か っ た よ うだ が ，曾 禰 は 疑 っ て い た 〔曾禰 ヨ リ林宛 1901／8／17 二外交」

　 　 「
．
卜四一33義．

（44）　Lansdowne 　to 　S・N’hit・ead ，1900／8／14，　Bl）ii　92．
（45）　Salisbub’to　the 　King，1901／8／16，　GrcDville，　P，399．

（46）　1、ansdowne 　to 　Satew ，1901／8／25，　Neilbon，p．2工9．

（47）　Lansd （，wne 　tc＞ MacD （）nald ，1901！914，　Youiig，1−）｝コ．304−5．

（48） M ・ m ・ randum ，　S・lb… c，1901〆9／4，・St・ i・ ・ ］
’，・Zz ・a．　

’
G ・eat 　B ・it・i… a ・1d ・h ・ C ・cati … f　th ・ Angl ・

−

　　 Japanese　iMliai ］（：c
’
，ノournat 　of　：1・fodern　Histor），31 （1959），pp．29−31．

（49）　Mcmerandum ，　Bertie ，1901／9／22、　FO 　46／547．

（50）　Financial　Dt阻 cul 〔ies：Appeal　fbr　Economy 　in　Estimates，　Hicks　Bcach ，1901／0ct．，Neilsen，　p．工20．

（51）　Lan5downc 　L  、Vllitンead ，1901／10／16，　BD 　ii　96−8，

　　 林 ヨ リ小村外相宛 1901／10／17 『外 交」　｛十 四 一37．

（52）　Lansdownc 　to 　HardiIlge （Sec （md −in−c／（）mmalld 　Qf 　the 　embassy 　aL　St，　Perersburg） ，
　19．　01f’10〆22，　FO

　 　 65／1618．

C53）　　rVlenn〔，randhini ，　Lansdo “ rne ，190工〆10〆25、1、owe ，　P，132，
1〔54）　Salisbm・y　t〔．） thc　King，1901！10／29，　Grtenvil］e ，

　p，402．

〔55）　Lal15dowlleto　Hardingc ，］901／10／28，　FO 　65〆162・1．

（56）　Lansdowne 　to　Hardii・lgc ，1901刀0／29，　FO 　65／1623．
〔57）　Hardinge 　to　LaIlsd〔〕wne ，19．　01／10／29，　FO 　65／1625，

〔58）　Ilardinge 　to　Lansdowne ，ユ901／11／4，　FO 　65／1623．
：：59）　Sa】isbury　to　the　King，1901／11／5，　M 〔，ngcr ，　P．57，

（60） 林 ヨ リ小 村
．
宛 1901／11／7 「外交』 三 十四一39−40．

〔61）　Lansdowne 　to　MacDQn 皿d，1901111f
・6，　BD 　ii　99．

　　 林 ヨ リ小村宛 1901f’11．〆6 『外交」 三 十四一42，

（62＞ 伊藤 の ロ シ ア 訪 問 に 関 して は，9 月 11H の 元 ：老 ・首相 会議 で ロ シ ア との 交渉 σ）必 要性 が 確認 さ

　　 れ，訪 露 が 決定 した （伊 藤 ヨ リ桂 首 相宛 L901／12／22 「外交1 三 十 五
一133．）。た だ し，「個 ．人 の 資格

　　 を以 っ て」 の 意見交換 とい う もの で あ っ た （小 付 ヨ iJ杉村駐露臨時代理公使宛 1901／12／24 『外交』

　 　 二 十四一54．）、，

（63：〕　桂 ヨ リf尹藤 サ直1901！IL／15 『夕
・F交」　三

．．
「
．’
四
一47．

（64〕 伊藤 ヨ リ桂宛 19〔）1／H ／15f外交』 三 十五
・−1〔）・1．

（65） 桂 ヨ リ伊藤宛 1901／11f
．
20 亅

．
外交』 三 卜四・・5D．

（66） 伊藤 ヨ リ林宛 1901／11／24 『外交∫ rl ．
五
一105．

（67）　1木ヨ リ，J丶イ；寸宛 ⊥901／11〆21　「タト交⊥　覧
一
卜四一51．

（68）　MacDoIlald　to　Lansdc〕wnc ，ユ901／U ／25，　BD 　ii　100．

（69）　MacDonald 　to 　LaIlsdowne ，1901〆11／28，　BI）ii　101．

（7  　林 ヨ リ小 村宛 1901／11／29 『外交」 三 十四
一6ユ．

〔71） 小村 ヨ リ林宛 1901／11／29 二外交」 三 十四
一61．

74

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Kawamura Gakuen Woman's University

NII-Electronic Library Service

Kawamura 　 Gakuen 　 Woman ’s　 University

「日英同盟」 「嘉約交渉とラ ン ス ダ ウ ン 外相

C72） 小村 ヨ リ林宛 1901〆ll／30 「外交』 三 十 五
一116．

（73） 伊藤は，11月 24 日 に 日英協約交渉が 対 ロ シ ア 交渉 に 優先す る こ と を承認 して い た （伊藤 ヨ リ林宛

　　 工901／ll〆24 「外 交 』 三 十 五 一105．）。そ して 桂 か ら も，ロ シ ア とは 「談話．tの 意 見交換 に 止 め 」 て 欲

　　 しい との 電報 を受 け 取 っ て い た 〔桂 ヨ リ 伊藤宛 190ユ／H ／271 外交」三 十 四一54，〕。と こ ろ が 翌 28H ，

　　 伊藤 は 元老井上か らt 対 ロ シ ア交渉を優先すべ き とい う電報を受け取 っ た．井上 が 個人的見解 を述

　　 べ た こ の 電 文が ，暗号
．
文 の 翻訳の 過程 で ，あ た か も元老 全 体 の 意 見で あ る か の よ うに 伊藤 に 伝 わ っ

　　 た （井 上 ヨ リ伊 藤 宛 1901，！11〆28 「外 交 」 三 卜四 一55．）。伊 藤 は こ の 誤 解 を抱 い た ま ま，ラ ム ズ ドル

　　 フ 外相 や ウ イ ッ テ蔵相 と 会談 した （伊藤 ＝ラ ム ズ ドル フ 会談記 19〔）1／12／2，伊藤 一ウ イ ッ テ 会談 記

　　 1901／12／3，伊藤 ＝ラ ム ズ ドル フ 会談記 1901／12／4 「外交」 三 十．1［：−108−11，］11−5＆118−21，）。 ちな

　　 み に 伊藤が そ の 誤 解を認 識 し た の は，12 月 5 日 に な っ て か らで あ る 〔井 E ヨ リ 伊藤宛 1901／12／5

　　 〔rec
’
d）f外交」三 十五 一121．）傑 山 力栄 「伊藤 博文 の ロ シ ア 行と歴 1

£ 家徳富蘇峰一「凵本歴 史』462

　　 〕986年］，56−一’74ペ ージ、参照 ）。

（74） 林 は，11月 30 凵 に本国か ら修正 案 を受け取 り 〔小村 ヨ リ林宛 19〔｝i／ll／29 「「
外交］ 三 卜四

一61．）．「漏

　　 洩 の 危 険 を 回 避 す る」 た め に在 英 公 使 館 書 記 官 （松 井）に 持 参 させ て ，セ ン トペ テ ル ス ブ ル ク の 伊

　　 藤 に届け た、、12 月 3 口の こ とで あ る （佳 ヨ リ伊藤宛 1901！12／3r外交』 三 十五一ll5−6．）。

（75） 伊藤 ヨ リ 桂宛 1901／12／6F 外交』 三 十1黒一64．

（76） 小 村 ヨ リ 林 宛 190⊥〆工2／8 「外交 」 三 1’四一70，

　　 MacDonald 　to　LaIlsd【⊃wlle ，1900／12／
’
23，　BD 　ii　106，

　　 なお，小村の 意見書 は 「外交』 三 卜四
一66−9．

（77） 小村 ヨ
1J
林宛 1901／12／11 「外交∫ 「 「

’
四一75．

（78） 小 村 ヨ リ林宛 1901／12／ll 『外交1 三 十 四一70−5．

　　 1．ansdf ）wne 　t（） Macl ）onald ，19．　01，

〆12，〆12，　BDii　102−3，

（79）　Lansdow ’nc 　to　MacDona 旦d，190ユ／12／16，　BDii　103＿・1．

　　 小村ヨ リ林宛 1901〆12／17 『外交」 三 十四
一81，

（80）　Salishury　Io　the　King
，
1901／ユ2／19，

　Nish
，
　p．208；Monger ，

　p．58．

（81） 1．．ansdoi ・vne 　to　MacDonald ，1901．／12／19，　BD 　ii　104−5．

　　 林 ヨ リ小村宛 1901／12／19 「外交」 三 1．四一86．

（82）　林 ヨ リ小 村宛 1901！12／19 『外交』　．ll 四一86．

（83） 小 村 ヨ リ林宛 1901〆12／28 『外交 』 三十 四一88．

（84）　 tJ 、N ヨ リ不木宛 1901／12／28 『夕｝・交』　二 十 四
一89．

（85） Lansde “ iie 　to 　MacDonald ，1901f12f31，　BD 　ii　107−8．事実，セ ル バ ン が 翌 1月 2 ・7 日の 2回 （Selbome

　　 to　Lansdowne ，1902／1〆2＆7，　M ｛，11gcr ，　pp．59−60．），さ ら に ピー一チ も 1 月 2 凵 に それ ぞ れ 韓国条項 に 対

　　 す る 不満をラ ン ス ダ ウ ン に述 べ て い る 〔Beach　t〔〕Lansdow 置le，1902！1，i2，　Young ，　p，315，）。

（86）　1．ansdo “
，ne 　to　Salisbuny’，1901／12！ノ31，Young，　p．314、

（87）　Salisbury　to 　Lansdowne ，1902／1／7．1．owc ，　pp．133−4．
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